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市僧自
 Majnoお・よび%lade(1964)がラッチ陰のうの挙睾筋に分布する血管に,起炎物質であ
 るヒスタミンかよびセ・トニンを作用させ,これを電顕的に観察し,血中に投一与したコ・イド状
 HgS粒子および並t液有形成分がEn己〇七hglialgapの開大が起って,血管腔から漏出す
 る現象をとらえ,これをLeakageと呼び,か㌧る現象を示す血管をLeakin9▽eSSel
 と呼んだ。そして,かかるLeakageを起す血管は,紬静聴の部位であると結論を下した。著
 者は,眼球の各組織,即ち結膜・虹彩・毛様体・詠絡膜・網膜に診ける,炎症時の血管透過性の
 亢進を形態学的に知ろうとして,これら各組織のLeakingVe8Selを電子顕微鏡で観察し
 た。
実験方法
 ウィスタ一系成熟ラットの眼球を使用し,結膜では結膜下へ,虹彩・毛様体では角膜中央を切
 開後前房内へ,網膜・劇.絡膜では前房切開後,水晶体と硝子体の大部分身除去して網膜前面に,
 1A写/躍君の塩酸ヒスタミン=を注メ、し,直ちに尾静静又は股静脈より,ト・トラスト溶液をO.8～
 1.0ア}確注射し,時間を追って各組織を剔出し,オスミウム固定,フルコール脱水2エポン包埋身
 行い,電子顕微鏡で・王として血管を中心に観捺した。
実験結果
 (i)結膜では,新箭jレkひ〔拾いて,EnαothelialgaPの開大がみられ,白血球・赤血球・・
 1君t小板などの∬n球成分の循出がみられる他,トロトラスト粒子の漏出もみられ,これが襲明に看
 ると,内皮細胞と基底膜とのll圭1に多量に貯留し,内皮細胞の全周存取り巻く様に存在している場
 合が多■o更に或物は,蓬底膜を通過し,周辺細胞に取り込まれる他に,蘭質の線維細胞などに
 取り込蕨れ,又或物はリンパ管内へ流出する。内皮細胞が2ケ程度で形旗されている毛細血管と
 思わ煮魚血管でも・内皮細胞接触音:二からト・トラストの漏出がみられるものがある。しかし・こ
 の様た血管内では,血球成分の漏出はみられない。Fene3trationを有する毛細並1管では,
 POreそのものの部位では漏出が起らないが,同一管腔で閉鎖堤CTer道ina■bar)が存在
 し,こ.㌧に確聞が起って,ト・トラストの漏出がみられる場合がある。結膜の紐静詠内皮細胞で
 は,ト・トラスト粒子の貪食按がしはしは親祭され,これはLeakageを起している内皮細胞
 撮触面で行われ,血∫鄭蓬に面した形質腰からの貧食像には,殆んど接しない。こうして貧食され
 たト・トラスト粒子は,.24時間後にも内皮細糖内に存在していた。
 』掛虹彩では,棉1煎り外て'.b6a.ka,9eがみら才!つ稀に廿lt小敬,赤且1土取など〔つ11il球取分の誕1出をみ
 た.,〕
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 (3)毛様体では,細静肪,毛細血管で閉鎖塊の離開が起り,トロトラスト粒子の漏出が痴こるが,
 Fene“rationを通過する漏出はみら1れ.ない。血球成分の漏出は,稀に細静肪にお・いて観察
 された。
 (4)豚絡膜では,細醐蹴蛛絡膜毛細血管で閉鎖堤の離開が起こり,Leakageが見られたが,
 Bruch氏腕上にある内皮細胞閉鎖堤では,その離開はみられず,従ってLeakageもみられズ・
 左かつた。なお血球成分の漏出は,いずれの血管でも観察出来なかった。
 (5網膜では,神経線維旛の血管周囲に,かなり強い浮腫を示すが,これらの血管を含めてナ網
 膜に分布するすべての血管で,Leakageを認めず,Terminaユbarの離開もみられなか
 った。
考
按
 眼球において・起炎物質を作用させて・その1・eakingVeSS臼1を電顕的に観1察した報告
 は,PaPPas(1962)らが毛様体で,又8hakib(り966)らが虹彩・お・よび網膜で行っているo
 PaPPaBは・Fenes七ratiOnを消する毛細血管で,Porgからの漏出は友く・内皮細
 胞の厚く左つた部位からの漏出を報告しているが,蕪ll者のサ、圭験でも,POreそ'の董,のからの渥出
 はなく,同一血.管腔で,内皮細胞の閉鎖堤を有する場合,ここに離開が起ってL自akageを来
 すのを,毛様体以外に,結膜,豚絡膜においても観察出来たoLeakingVe肥e1に関する
 報告の多くで使用されている皮下組織の血管では,電顕塚土,細動騨或は細静豚と毛細血1管とを
 区別する場合,いさ、か囲難を感じることが多い虜豚絡膜や毛様体では解剖学的特徴から,毛細∫血管と
 断定することが容易である点に意義があろ1)。即ち,毛紘『血管もLeakingve卵elの性格を持う
 褐るとの結論に達した。融青揚水に関しては,結膜,虹彩,毛様体お・、虹び脾絡膜で,他の組織にお
 ける報告とほy同様の結果を祷た。網ll姐(お・いては,Shakibと同じぐ,いか走る血管でも漏
 出をみず,dt、は或特殊な,Bl(〕o己一retina1わarrierの存在を意味するものであり,
 閉鎖堤の構造が漏出を起す血管に比し強尚であるとし,Barr土erの位置を内皮細胞にあると
 した被の結果を支持する所見を得た。内皮細胞の貧食像は,他の報告に比べ結膜細静豚で著しく,
 これは閉鎖堤の部位で行われる。これは,管腔面での粒子の移動速度に比べ,漏出過程の閉鎖堤
 を通過する場合の速度が遅いこと,基底膜の,ふるいの作用で液成分が間質に流れ,ト・トラス
 ト粒子の濃度が高くなることなどによると思われる。
 ±
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 結膜・虹彩・毛様体・肪絡膜では・緬解li・永に皮下組織などと,ほy同様のLeakageがみら
 れ,Fenestrationを有する毛細血管では,POreそのものからの漏出はみられないが,
 同一管腔で閉鎖堤を有する場合,こ、でLeaka冒leを示すものがある。網膜でぱ,種々の起
 炎刺激によっても,Leakageはみとめられ.ず,BloO五一retinalbaτrierの存在が
 証明された。結膜のLgakingVeeselの内皮細胞に,時に著しい貧食像を認めるが,これ
 は,Lea/(ageの過程にお・いて,閉鎖堤を形成している形質膜にお・いて貧食されたものと理輝債1
 される。癒お・,皿球威分の漏出は,細則融ではみられるが,毛1細面L管ではみら才'しない。
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 審査結果の要旨
 笑駅的炎症巣にむける血管変化,毎にその透逗性亢進を表わすLeakingVesse■に寓す
 る電子顕微鏡的観察は,}、他言110&ユ⊃aユa,d.e〔196D以来数多く報告されているが,眼球
 各組獄のそれについては断片的な知見和みるだけであり,綜合的た比較研究集諺.1をみたい。著者
 は,眼球の結膜,虹、影,毛様体,!認こ絡撮むよび潟1慎に,ヒスタミンを注入して経、性炎厘を起させ
 Tracerとしてf膚寒血流内に投句、したトロトラス1・粒子の∬几管壁からの漏出個所とその漏出ジ邑'
 建窓電子顕微鏡で細繁し次の様な諮来意得・ている。
 (11繍嗅,虹彩,毛様体変よび豚衛わ.1の細静隊ては,内皮細胞けjj縮合部に離開が生じ,この個所
 からト・トラスト粒子が鵡出する。更1刷永絡皮以外では,同じ場所から白血球,赤血球,1直上小板
 などの血球類の遊出がみられる。
 t2埴宕膜,毛様体かよび1爪絡涙の毛細.1丘L管でもトロトラスト粒子の漏出するものがある,、
 131Fenes七1・a七ionを有する毛細.血管ては,そのPore自俸を選益する漏出はみられない
 か.同J自二腔で内皮緯1胞i昔j結合部が存'在ナると,こ』に海開が生じてfl、.重出を来すものがある。
 (41綱襖では,血管周囲に著・男主浮連夢ミ態を来た.し,その部のダリア細胞の破壊を伴なうものも
 みられるが,か㌧る.兜首をはじめ,如何なる厘雷でもト・トラスト粒子の鶴田!はみられず,新調
 .BloodReUna!B腔rierは,この種の炎症で・は,ト・トラスト粒子を漏出させるまで
 rこはさ吏封棄さ才したい～二とが言正明さ尋IL∫ヒ。
 〔51結、i戻糺瀞肱のLeakingVe8selにお・いて,内皮融融がTracerであるトロトラスト
 粒子を著明に貪食している像がみられ,この貪食空脛が・好しを以て内1支顔胞聞結合部の杉婁{膜に
 連なっているものがあり,一方1薩歯腔側形質慶からC)取りこみを示す像かないことから,この寅
 食がLeakageの行われる内皮無魂邑1司結合・都で行なわ、れ・る盲」'能性が示されアヒG
 161白血球,赤血球,」鼠小板などの血.球銀の遊出には,遊出綱胞の自動艇が必須条件ではないこ
 と乞想像させ'る訴見を得,Marchesi〔マ96Dの想像が必ずしも妥当でないことか考、えられ
 る。
 この研究成1、貢は,眼球各組娠の血管構造を明らかにし,夫々にお¶けるLeakage定比較して示
 したものであって,谷澁破にお・け'る炎症の過程を明らかにし,夫々の表現形式の相遙を把握する
 上γこ貢献するところゴくである。
 よって本論文は学位を授与するに直するものと認める。
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